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Patterns of fear related to negative evaluation by others， and the relationship between such 
fear and adjustment were investigated by using cluster analysis. Pupils (N = 1316) in fifth through 
ninth grades in school participated in this study. The participants responded to the Fear of Negative 
Evaluation by Others Scale that consisted of 3 subsc呂les:fear of negative evaluation by friends， fear of 
negative evaluation by parents， and fear of negative evaluation by teachers. Cluster analysis identified 
five subgroups， which suggested that the fear of negative evaluation by others varied in different 
individuals. Results of a two-factor analysis of variance revealed that the main e百ectof acquired cluster 
factor was significant in tendencies for depression， eating disorders， self-esteem， and being absent from 
schoo1. Especial1y， children scoring high on al1 the subscales assessing the fear of negative evaluation 
by others experienced more maladjustment. Moreover， children scoring high for relationships at school， 
and for parents also experienced high maladjustment. 
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ており (Watson& Friend， 1969， p.449) ，対人不安
の中核的な概念 (Leary，1983生手IJ訳 1990)であり，
かつ社交不安障害の背景にあると考えられている









不安障害 (Oei，Kenna， & Evans， 1991)， }ti]うつ
(Collins， Westrス Dozois，& Stewart， 2005; O'Connor， 
Berry， Weiss， & Gilbert， 2002)，摂食障害 (Gilbert




Wick， Shaw， & Stone， 1988)，自己儲値在主のイ止さ (La 
































































2 )本研究のサンプルには，臼倉.i賓口 (2015) とi司ー サ
ンプルが含まれている。
i三i倉 l産・漬口{1:和凶小学校高学年および l:j~学生における対象 )JIJ 許制i懸念:の組み合わせパターンと適時との関連 61 
生390名(5年生122名， 6年生268:gr:男子203名，




224~" 6 :，Q三 ~I三92~1 :男子164名，女子150名，不明
2 ~，)と，同県内の 1=1=1 学校 1~3 年生304名( 1年















































































(t(1241) = 0.61，η.S.)， r親に対ーする許制懸念 J
(t(1263) = 0.04， 1.S.) ， r教師に対ーする評価懸念J
(t(1l68.50) = 0.61， n.s.) のし寸ぶれにおいてもサンプ
ル間で得点に有意差は見られなかった。 以上の結果
から，サンプル lと2をほぼ等質とみなし，以降の





「友人に対する評価懸念J(F(1，1233) = 97.45， 
pく.001)，I殺に対する評価懸念J(F(1，1256) = 4.17， 




(F(l，1233) = 0.50， n.s.)， I親に対する評価懸念j
(F(l，1256) = 1.71， n.s.)， I教師に対する評価懸念J







にならなかった (F(1，506)= 0.10， 1.s.)。
摂食障害傾向では.有意な性別の主効果は見られ
ず (F(l，647)= 0.02，ηふ).有意な学校段階の主効
果も見られなかった (F(1 ，647) = 3.66， n.s.)。交互















小学生 中学生 F-value 
男子 女子 全体 男子 女子 全体 a 学校段階 交互作m
友人に対サンプル η 337 324 661 303 273 576 97.45ネ** 
する評価 1， 2 M 17.47 22.37 19.87 17.72 21.50 19.51 γ7.5. n.5. 
\~係U今'也、 SD (7.36) (7.62) (7.88) (7.72) (8.19) (8.16) 男子<女子
親に対すサンプル η 355 320 675 305 280 585 
4.17キる長門 1， 2 M 17.44 18.83 18.10 17.37 17.76 17.56 n.5. n.5. 
必パ'-ト、 SD (7.96) (7.99) (8.00) (7.28) (7.52) (7.39) 男子<女子
教師に対サンプjレ n 329 306 635 298 274 572 
20.64 * * * する評佃i 1， 2 M 17.73 20.36 19.00 17.65 19.23 18.41 11.5. 1.5. 
懸念 SD (8.00) (8.30) (8.25) (7.66) (8.09) (7.90) 男子く女子
ifjJうつ傾サンプル n 180 166 346 89 75 164 
7.01 * * 31.51キ**!向 l M 9.31 10.61 9.94 12.27 13.92 13.02 n.s. 
SD (5.37) (5.17) (5.31) (7.05) (6.86) (6.99) 男子く女子小く中
摂食障害サンプjレ n 189 176 365 146 140 286 
傾向 M 17.26 17.49 17.37 18.34 17.98 18.16 11.5. η.5. n.5. 
SD (5.05) (4.47) (4.77) (6.34) (4.86) (5.66) 
I~I 尊心 サンプル η 155 143 2ヲ8 152 138 290 
7.4-7* '" 5.13お
8.80*ネ
2 M 24.12 24.24 24.17 24.48 21.53 23.08 女子小>中
SD (6.18) (6.30) (6.23) (6.05) (6.58) (6.47) 男子>女子小〉中 1:コ男子〉女子
不登校傾サンプル η 149 140 289 156 140 296 
19.87* *キi向 2 M 31.87 30.28 31.10 26.35 27.45 26.87 11.5. n.5. 
SD (11.47) (12.19) (11.83) (9.83) (11.74) (10.77) 小>I=!:J
学級でのサンプル η 199 184 383 150 140 290 
46.32* * * 94.05* * * 
12.32* * * 
反社会的 l M 7.56 6.77 7.18 10.73 8.26 9.54 男女小く中






























を行った。なお，分析対象者は性別 ~!l.f;記入の 4~1 を
|除く 1134名であった。分析の結果，人数の偏りに有















意な交互作用が認められたため (F(1，669)= 12.32， 
戸く.001).単純主効果の検討を行った。その結果，
性別の単純主効果の検討では，男子 (F(1，669)= 




小学生 (F(l，669)= 6.30，戸く.05) および中学生



































































(F(4，435) = 1.32， n.s.)。
摂食揮筈傾向では，有意なクラスターの主効果が







(F( 4，561) = 0.79， n.s.)。
自尊心では，有意なクラスターの主効果が見られ





な性別jの主効果が見られ (F(1，506)= 4.91， Tく.05)， 
女子の方が男子よりも得点が低かった。一方，交互







は有意な主効果は見られず (F(1，504)= 1.02， n.s.)， 





有意な主効果は見られず (F(4，577)= 1.18， n.s.). 


































134 (2.0本) 58 (-2.7*本) 53 (-4.5本*) 248 (6.4*つ
99 (-2.0勺 83 (2.7* *) 99 (4.5*つ 133 (-6.4 * *)
233 141 152 381 
χ2 (4) = 64.53，戸く.001























































されていることから (Hartmannet a1.， 2010; La 




却に対 学校で fJi!に対 学校で
する許全般的の許制li全般的平均1洋 する司"令一二般的の許可iIli全般的 工F均j洋
1il懸念高市懸念高抵{f:'(: l' J '" 1ili懸念高群懸念高低群 tl: クラスター 交互1'1τj目
高群 1!下 J品群 i洋
J1| 11.2616.90 12.598.439.66 11.88 14.31 13.02 10.19 10.84 12.36本**
jうつ
(5.40) (6.71) (5.83) (6.00) (5.45) {tn向 (5.88) (6.42) (5.50) (5.43) (5.92) n.5. 5 < 2 n.5. 
4 < 1，3く2
18.57 21.92 19.05 16.32 17.09 18.18 19.23 19.00 15.76 16.52 13.43本*ホ
J究食j昨
(4.58) (4.13) (5.34) (4.00) (3.65) 害fm;t(5.61) (7.84) (5.77) (4.85) (4.24) n.5. 4くl 11.5. 
4，5く3，2
24.29 22.81 22.39 24.94 24.92 23.18 19.39 20.66 25.50 24.00 4.91 * 7.55*** 
l主唱し乙、 (6.30) (7.22) (5.33) (5.92) (6.42) (6.53) (5.69) (6.15) (6.61) (6.45)女子く男子 2く5，4 n.5. 
3，1く4
不登校 31.15 37.36 29.07 25.61 28.50 30.16 31.05 32.41 26.24 26.37 7.64*ホ*
傾向 (10.28) (14.97) (7.45) (10.24) (9.79) 02.88) (12.82) (11.92) (11.37) (11.58) n.5. 4，5く2 17.5. 
4く
の反社 8.60 10.00 9.32 8.57 9.96 7.43 7.59 7.27 7.36 7.12 
40.33* *本
会f19]鈎 (2.93) (4.99) (3.66) (4.13) (4.85) 
17.5. 17.5. 
(2.44) (2.49) (1.94) (2.61) (1.55)女子く男子
)は標準{高差 *戸<.05，* * 戸<.001
クラスター名として記載されている数字の割り当ては右記の通り 1 親に対する評1ifJi懸念高群， 2 =全般的高群，
3 =学校での評価懸念高1;:j， 4 =全般的低群， 5 =平均群
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自尊心に対しては， 1百j世代の付]1M] () 1よ1，1996)や
親の養育行動(小玉， 2010)だけでなく.教師から

































































1設との報告が複数あり (Kessleret a1.， 2005; 
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